


































































はじめに

 本研究においては、児童虐待の要因の一つとしてすでに指摘されている「望まない妊娠

の結果生まれた児」が被害者となった児童虐待事例の集積調査を通じて、この児童虐待の

実態を明らかにし、児童福祉の観点から考察を加え、こどもや親に対する援助のあり方を

検討することを目的とした。

 初年度は、予備調査と位置づけ S県 T児童相談所での「望まない妊娠の結果生まれた児」

が被害者となった児童虐待の特徴を明らかにした。

 今年度は、S 県 6 児童相談所(全県)に調査範囲を広げ、 「望まない妊娠の結果生まれた

児」と「望んだ妊娠の結果生まれた児」が被害児となった児童虐待の実態を明らかにし、

比較検討を加えることを目的とした。


